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はじめに
　第一回のニカイア公会議（325年）から数えて二十一回目にあたる第二バチカン公会議（1962年
～ 1965年）はいろいろな意味において画期的な会議であり，「二十世紀の聖霊降臨」と呼ばれてい
る1）。当公会議の特徴は，第一に，従来の公会議とは異なり何かの具体的な問題を解決するために
ではなく，教会自身の刷新について討議されるために開催された公会議であったこと。第二に，会
議の結果として生み出された文書群がそれまでのような決定事項を簡潔に列挙する仕方ではなく，
「司牧的エッセー」として信者，善意の人々に語りかける様式となっていること。第三に，教会は
管理より奉仕へ向けて行動的に集う共同体であるという意識がされたこと。第四に，従来とは大き
く異なり，教会内部だけでなく世界へ向けて語りかけようとしたこと，などである。他宗教からの
オブザーバーを招待した会議であったことも付記しておこう2）。
　教会のあるべき姿を四つの『福音書』―イエスに関する史実の寄せ集めではなく，イエスの存在
とメッセージに実存を賭け人々による証言集―に記されているイエスの二つの命令の言葉が集約し
ている，と言える。それは「私の記念としてこれを行え」（ルカ 22，19，1コリント 11，24）という「最
後の晩餐」の際の言葉と「全世界に行って福音を述べ伝えよ」（マルコ 16，15：マタイ 28，19参照）
という「復活のキリスト」の宣教命令である。教会は本性的に宣教する教会であり，同時に，本性
的に祈る教会である。この両者は表裏一体をなしている。
　さて，教会の刷新が典礼刷新と分かち難く結びついていることは，当公会議の最初の文書が
1963年 12月 4日に発布された『典礼憲章』（Sacrosanctum concilium）であることからも了解され
よう。本小論のテーマ「典礼における信徒の役割」に入る前に非常に簡潔な仕方で，新約聖書にみ
る教会，第二バチカン公会議およびその後の公文書に示された教会観を見ておくこととする。
Ⅰ．『新約聖書』に見る「教会」
　新約聖書の本文に接してまず感じるのは，その表現の多様性と具体性である。教会（エクレシア）
という単語は四福音書の中で三回しか出てこないが（マタイ 16，18．18，17bis），その他に多様な
表象が見られる。まず，マタイ福音書の「山上の説教」に登場する「地の塩」（5，13），「世の光」（5，
14）。また，ヨハネ福音書では牧者である「キリストの羊」（10章），ブドウの樹である「キリスト
の枝」（15章）という表現も印象的である。また，パウロの書簡に目を向けるとさらに多様な表現
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に出会う。「神の畑」（1コリント 3，9），「神の建物」（1コリント 9．エフェソ 2，20参照），「神の
神殿」（1コリント，16．エフェソ，21以下参照），「キリストの体」（1コリント 12，27．エフェソ 1，
22以下参照），「キリストからの手紙」（2コリント 3，3），「主の栄光の鏡」（2コリント 3，18），「キ
リストの使者」（2コリント 5，20），「神の家族」（エフェソ 2，19），「キリストに愛されている人々」
（エフェソ 5，25―32），「キリストの兵士」（2テモテ 2，3．エフェソ 6，11以下参照），「生きた石」（1
ペトロ 2，5）等である。これらの表象は三つのグループに分類される。それらは，
（1）イエス・キリストとの密接な関連が示されるもの
（2）教会共同体内の関係が強調されるもの
（3）世界，社会における役割，意義が表現されるもの，である3）。
このような表象の多様性は内容的な豊かさのしるし，一つや二つのタイトルではとても表現するこ
とのできない豊かさのしるし，と見ることができると思われる。
Ⅱ．『教会憲章』およびその後の教会公文書に見る「信徒」
　第二バチカン公会議の『教会憲章』（1964年）において「教会共同体」はどのような用語で表現
されているのか。基本的には，それまでの教会観が静的・法的なものから開かれた動的なものへと
移行していったことが，第二バチカン公会議前後の教会観の変遷から伺える4）。第二バチカン公会
議では，教会は「キリストにおけるいわば（veluti）秘跡，すなわち神との親密な交わりと全人類
一致のしるし，道具である」という理解がある（『教会憲章』1条）。そして，この「交わりとして
の教会論は，公会議の諸文書に見られる中心的かつ基本的な概念」であるとされている5）。ところで，
サクラメント（秘跡，聖礼典，機密）は三つの次元で言われる。第一は，イエス・キリストについ
て言われ（根源秘跡），第二には，教会について「〈いわば〉秘跡」と言われる。第三に，具体的な
七つの秘跡がある。これらに共通する構造は，見える次元のことを通して，あるいは，見えるもの
に触れて，見えない次元の恵みを体験する，ということである。このことは，典礼祭儀の中で非常
に重要な視点となってくる。なぜなら，典礼は「シンボルの世界」だからである6）。いずれにしても，
非常に豊かな内容を含む神秘である教会について，『教会憲章』は二つの用語を採用した。一つは「神
の民」，もう一つは「キリストの体」である。
　（1）「神の民」―これは，聖書に見られる種々のイメージを整理し秩序づけるために選ばれた用
語である。この表現は，旧約聖書の伝統を受け継ぎながら，教会が制度や建物というより，信じる
人々自身である，ということの強調があり，また，終末的完成に向かって信仰の旅を続ける民である，
という意味も含んでいる。ここに，教会の自己理解を巡る強調点の変化をみることができる。それ
は同憲章の成立過程の変化からも読み取ることができる，とも言われる。それは以下のような事情
による。同憲章は草案の段階では，教会の神秘について→教会の位階的構成，特に司教職について
→神の民について，という順序になっていたのであるが，調整委員会はこの順序を変更し，教会の
神秘について→神の民について→教会の位階制構成，特に司教職について，という流れとしたので
ある。これは単なる目次の変更ではなく，教会についての内容的な発想の転換を示している。つま
り，教会共同体にとってまず重要なものは全体としての神の民であって，位階制はその神の民全体
へ奉仕するものとして意義を持つ，という理解である。この点に関連して「位階制」（ヒエラルキー）
の用語を巡るある種の誤解から解放されることも必要かと思われる。これは語源からすると，ヒエ
市瀬英昭 3
ロス（聖なる）とアルケー（基準，原理）の合成語であって，その元々の意味は，共同体の共通善
のために奉仕する職，制度である，ということである7）。まさしく「指導する課題を引き受ける人
たちが，自分を下において，仕える奉仕を目指しているのであって，上に立って支配する奉仕を目
指しているのではない」8）と言わなければならない。洗礼によってすべてのキリスト者は「共通祭
司職」を担っているが，「位階的祭司職」は前者の基礎の上に授けられるものである，とされてい
る訳である9）。典礼祭儀の文脈においては，ユングマンが次のように言っている。「信徒がキリス
トを通して祭司となったことを深く理解するならば，叙階された司祭に対して持つべき正しい評価
も生まれるだろう。司祭の任務があるのは，信徒が信者としての祭司職を正しく果たすことができ
るためなのである」10）。
　（2）「キリストの体」―この用語は，上の「神の民」を補う意味でも必要なものとして使用され
ている。この用語は，パウロの書簡の中にしか見られないが，教会が，キリストを頭として信者た
ちが密接に関わり合っている生きた共同体であることを表すために不可欠な用語となっている。パ
ウロは，この用語を，理論的な教会論，教理というかたちではなく，非常に具体的，実践的で，勧
告的な文脈の中でしか使用していない。有名な箇所は，1コリント 12，12―31である。12章全体が
「全体の益となるために同じ唯一の霊が働いている」という事実の指摘と，「体は一つでも，多くの
部分から成り，体のすべての部分の数は多くても，体は一つであるように，キリストの場合も同様
である」（12，12）という記述である。このような勧告の手紙を書かなければならなかった事情が
当時のコリント教会にあったのだと思われる。つまり，教会内での具体的な交わりや連帯を軽んじ
ていた人々への勧告として書かれていると見られる11）。この引用箇所の「キリストの場合も」とい
う箇所は，「教会の場合も」というべきところだと思われるが「キリストの場合も同様である」と
書かれている。それは，教会がキリストのいのちと存在の顕れ―単なる比喩や類比ではなく―であ
ることを教会構成員に提示しようとしているからである，と理解される12）。ここで，「～に所属す
る」という事柄について考えておきたい。教会共同体に属する，ということについてである。「所
属することは人間の本性に根差している」と言われる13）。そして，真の所属であれば，そこにコミッ
トメントが要請される。「つながり・絆」は安心，喜び，幸せをもたらすが，同時に，そこに責任，
誠実さが要求されることを看過することができない。その共同体の形成，発展と深まりのために貢
献する，という実践である。しかし，さらに重要なことは，このつながりの形成，交わりとしての
教会共同体は，私たちがいわば「下から」自分たちの努力で作り上げる種類のものではなく，恵み
として贈り物として，すでに差し出されている，という理解である14）。ただし，贈り物は受け取ら
れたときにはじめて贈り物となる，ということに留意すべきであろう15）。加えて，交わりは聖霊に
よる出来事として体験される。「主イエス・キリストの恵み，神の愛，聖霊の交わりがあなたがた
一同と共にあるように」（2コリント 13，13）。聖霊の交わりとは「聖霊によって可能となる交わり」
の意味と理解してよいと思われるが，実際に，私たちはミサの中で「キリストの御体と御血にとも
にあずかるわたしたちが〈聖霊によって〉一つに結ばれますように」（第二奉献文）と，祈ってい
るのである。「キリストの体」である教会となっていくということは，私たちにとって呼びかけと
しての「恵み」であると同時に果たすべき「課題」となっていることを想起すべきであろう。
　（3）いずれにしても，「神の民」と「キリストの体」は補い合って教会の神秘を表している，と言える。
「ただひとつの像では，たとえそれがいかにすぐれたものであるとしても，教会の神秘の全体を示
すことはできない。具体的に，〈神の民〉という像は，多くの面で〈キリストの体〉という像によっ
て補完される必要があった」16）とまとめることができるであろう。この二つのイメージは，後で見
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るように，感謝の祭儀の「聖体拝領」の場面で一緒に体験される出来事ともなっている。
Ⅲ．教会公文書にみる「信徒」
　『教会憲章』（1964年），『信徒使徒職に関する教令』（1965年）など計 16の公会議公文書（4『憲章』，
9『教令』，3『宣言』）が発布された後，1972年 8月 15日に，パウロ六世の自発教令『ミニステリア・
クエダム』（ラテン教会における剃髪式・下級助祭・副助祭の規制の改定）が出されている17）。これは，
それまで続いてきた聖書階級制度を再検討し「現代の必要に適応させて，それらの奉仕職の中で現
代に合わなくなったものを廃止し，有用なものを残し必要なものを新たに定めた」ものなっている
が，このような改定は信徒の典礼における奉仕職に道を開くことにもなった18）。その後，1987年
に開催されたシノドス（世界代表司教会議）の結果として教皇ヨハネ・パウロ二世の使徒的勧告『信
徒の召命と使命』（Christifideles Laici）が出版された19）。これは，現代教会における信徒の役割の
重要性を再認識させるもので，その 9項には「信者，より正確には信徒は，教会生活の最前線に立っ
ています。信徒によってこそ，教会は人間社会に生命を与える源となります。ですから信徒は，自
分たちが単に教会の一員であるということだけなく，教会そのものであるということを，今まで以
上に，はっきりと自覚しなければなりません」という教皇ピオ十二世の言葉が引用されており，印
象的なものとなっている。以上のような公文書に現れる「信徒」については，以下のようにまとめ
ることができると思われる
　（1）まず，洗礼の秘跡によって全キリスト者はキリストのように生きるよう召されているが（共
通祭司職）が，その中で叙階の秘跡によって，神の民全体への「奉仕」のために建てられた職が
ある（位階的祭司職）。この二つの奉仕職は「段階においてだけでなく，本質においても異なるも
のであるが，相互に秩序づけられ，それぞれ独自の方法で，キリストの唯一の祭司職に参与してい
る」（『教会憲章』10条）という理解が基礎となっており，繰り返し確認される事柄である。さらに，
信徒の定義については「ここで言われている信徒とは，聖なる叙階を受けた者並びに教会において
認可された修道身分に属する者以外の，すべてのキリスト信者のことである。すなわち，洗礼によっ
てキリストのからだに合体され，神の民に組み込まれ，自分たちのあり方に従って，キリストの祭
司職，預言職，王職に参与する者となり，教会と世界の中で，自分たちの分に応じて，キリストを
信じる民全体の使命を果たすキリスト信者のことである」と記述されている（『同』31条）。この
前半だけを読むと，「～でないもの」という消極的なイメージがあるが，後半部にははっきりとそ
の身分，恵みと使命が記されていることに留意すべきであろう。これは上述のピオ十二世の言葉が
すでに印象的に表現している20）。
　（2）次に信徒の祭司職の特徴については以下のようにまとめることができる。
①　社会の真っ只中で，福音の精神を生き，キリストの祝福の言葉に支えられ励まされて「地
の塩」「世の光」となって，「神の国」が成長するための「パン種」となること。
②　司祭やその他の教役者との一致と協力のうちに，種々の教会活動，宣教活動を行うこと。
③　教会の中での奉仕職を担うこと。
がその内容である21）。なお，教会の中での奉仕職については，1997年に『司祭の役務における信
徒の協力についての指針』が教皇庁から出されているが，そこでも，神学的な原則（Theologia 
principia）として，共通祭司職と位階的祭司職はキリストの唯一の祭司職に与っていることが明記
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されている22）。
Ⅳ．典礼における「信徒」の役割
　1，「母なる教会は，すべての信者が，十全に，意識的かつ行動的に典礼祭儀に参加するよう導か
れることを切に望んでいる。このような参加は，典礼そのものの本質から求められるものであり……
洗礼によってこのことに対して権利と義務をもっている」と『典礼憲章』は述べています（14条）。
ここで留意すべきは，第二バチカン公会議の典礼刷新の重要なテーマの一つとなった典礼祭儀への
「行動的参加」は，単に会衆についてのみ言われることではなく，教役者についても言われるべきこ
とであり，かつ，この両者が分かち難く結びついていることの認識である23）。会衆の祈りは，何か純
粋に内面的，個人的な営みではなく，司式者の動き，姿勢，呼びかけに応答する仕方でなされる共
同体的なものであるということである24）。しかしながら，さらに言うなら，典礼祭儀が真に「共同体的」
であるならば，不可視的な次元とのつながりが浮き彫りとなる。まず，全体的な展望を記しておく。
　2，典礼の「参加者」についての概観
　（1）典礼は「頭であるキリストと教会共同体による祭儀」である。実際に見える形で感謝の祭儀
に参加しているのは，司式者である司祭，朗読者，先唱者などであり，会衆全体であるが，教会の
典礼祭儀は単なる人間の集いではない。そこには，三位一体の神をはじめとして，目には見えない
「聖人」「天使」も含まれている。「聖人」は信仰の縦の歴史的なつながりを示し，「天使」は信仰の
超越的なつながりを象徴している25）。また，この集いは，世界の人々の嘆きや憧れにも連なっている。
ここには現代世界への横のつながりが暗示されており，まさに「地上の典礼において，われわれは
天上の典礼を前もって味わってこれに参加している」という出来事となっている（『典礼憲章』8条）。
どのようなささやかな集いであっても，そこで天地を包み世界につながる壮大な共同体の祭儀が営
まれている，ということへの気づきが大切と思われる。典礼祭儀は「二人三人が私の名によって集
まるところには私もその中にいる」（マタイ 18，20）という主イエス・キリストの約束を信じて集
う共同体の祭儀である（図 1）。
　（2）実際の典礼祭儀において，主語は「私たち」である。「祈りましょう」（oremus）「捧げます」
（offerimus）「感謝します」（gratias agamus）等の動詞は複数形となっている。しかし，祭儀中に，「わ
たし」という単数の主語も併存していることにも留意すべきであろう（回心の祈り，信仰宣言，聖
体拝領前の信仰告白）。それは共同体の祈りと信仰は個人の祈りと信仰と切り離せないこと，を示
しているからである。同時に，この共同体と個人の関連をあいまいにしてしまうことに対する問題
性も看過すべきではないと思われる26）。
　（3）第二バチカン公会議の典礼刷新の一つに典礼祭儀への会衆の「行動的参加」がある。これは
会衆が「無言の傍観者」にとどまることなく，眼前に展開される恵みの神秘に心を込めて参加する
ように，との呼びかけであった。そのために，式次第の簡素化，ラテン語規範版でなく母語による
祭儀，聖書の宝庫の解放など現実となったが，大切なことはこのような典礼刷新の意義を理解し，
身をもって体験することであろうと思われる。これは，上述したように，位階的祭司職，共通祭司
職の双方について言われることである。
　（4）典礼は全体として「対話形式」になっており，キリストを仲介者として神と人との対話と出
会い，人と人との対話と出会いが実現することを願って式次第が整えられている27）。典礼は祝祭の
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場であるが，秩序ある祭儀の場でもあるから，それぞれの役割において参加し，共同体祭儀の一致
がはっきりと表れるにようすることが肝要と思われる（『ローマ・ミサ典礼書の総則』294項）。
Ⅴ．「感謝の祭儀」式次第に見る「信徒」の役割
　1，感謝の祭儀の式次第の流れは，人間の心の底にある憧れ（実存論的構造）に対応するように
整えられている，という視点から見ることもできると思われる。式次第の流れとその意義，信徒の
参加については以下のように理解することもできるであろう。
　（1）開祭の部―「会衆が集うと」（Populo congregato）という「ルブリカ」（典礼注記）の一文
で感謝の祭儀は開始される。刷新前のルブリカでは「司祭が祭壇へ向かう準備ができると」（Sacerdos 
paratus cum ingreditur ad altare）というものであった。しかし，今回その箇所が上述のように「会
衆が集うと」という一文に変更されている。この小さな変更にも，典礼祭儀の主体が「会衆」，つ
まり「信徒」であることが示されている。ラテン語の用法「奪格別句」は，原因，前提，理由な
どを意味するところから，会衆（信徒）が集うことが典礼祭儀の大前提とされている，という認識
が大切と思われる。しかし，その集会自体も，すでに呼びかけへの「応答」である28）。感謝の祭儀
の開始は入祭の歌，入堂行列ではなく，各自の洗礼である，と言われる意味も，神の呼びかけ，恵
みが私たちの祭儀に先立ってある，ということにある29）。神の呼びかけ，招きに応えて集う共同体
全体が祭儀の主体とされている訳である。通常，人間は人間に「呼びかけられる」（関心を持たれ，
配慮され，愛される）ことで成長していくが，『福音書』のイエスも様々な場面で人々（個人，共
同体に）に呼びかけている。私たちも，時代と場所を超えて，「今・ここで」私たちに向けられる
「イエス・キリスト」の呼びかけを聞き取り，ここに集うのである。「教会は〈いつ〉か？」はこな
れていない日本語のようにも聞こえるが，内容的に重要なことを述べている文章と見ることもでき
る。それは，教会は「信徒が集う〈とき〉」に現実となる「出来事」である，という事実を表現し
ていることになるからである。復活のキリストのもとに「集う」こと，これが典礼における基本的
な信徒の役割と言える。神の招きに応えて祭儀が開始されるときに歌われる歌は「入祭の歌」であ
（1）「復活の主」（三位一体の神） 司式者 招きへの応答
（2）信者たち 助祭 歌（キリエ、グロリア
クレド、サンクトゥス
アニュス・デイ他）
（3）「聖人たち」 朗読者
先唱者
（4）「天使たち」 侍者 沈黙
（5）「世界の人々―その嘆き、憧れ」 オルガニスト 歓呼
聖歌隊 共同祈願
会衆 アーメン！
（図 1）「感謝の祭儀」において「ともにある」存在
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るが，入祭行列の間のこの歌の目的について『総則』は「祭儀を開始し，会衆の一致を促進し，会
衆の思いを典礼季節と祝祭の神秘に導入し，司祭と奉仕者の行列を飾る（comitari　伴う，支える）
ことにある」（47項）と規定している。ここにすでに，奉仕者と会衆が一つになって祭儀が始めら
れる姿がここにある。独唱や楽器の演奏だけがなされることはふさわしくない理由もそこにあると
言えるであろう（『総則』48項参照）。
　（2）ことばの典礼―「人はパンだけではなく，神のことばによって生きる」。人間は生存するた
めに衣食住が不可欠であるが，それ以上に「意味」「言葉」によって生きていくようにも造られて
いる。キリスト者は単なる音声，文字としての言葉ではなく，「神のことば」によって養われる存
在である。「信仰は聞くことから始まる……キリストの言葉を聞くことよって始まる」（ローマ 10，
17）。キリストについての言葉，キリストご自身のことば，を「受ける，受け取る」ことによって
養われ作り変えられる存在がキリスト者である。朗読奉仕者による第一朗読の後に「答唱詩編」が
歌われるが，これは，今聞いた朗読への応答となる。第二朗読の後，福音朗読の前には，「アレル
ヤ唱」が歌われる。これは，これから朗読されるキリストを迎える喜びの歓呼として位置づけられ
ている。「ことばの典礼」は構造的にも内容的にも対話となっているが30），ここでも，奉仕者と会
衆との間の呼びかけと応答というつながりが大切とされている。会衆（信徒）もことばを「受ける」
だけでなく，自らも応答する。位階的祭司職を担う者が担当する「説教」は，聖書と祭儀と信徒の
日常生活を「つなげる」という奉仕職を果たすが，共通祭司職をもつ会衆は「聴く」（行動的参加！）
という大切な奉仕を果たす。信徒は説教によって養われるが，説教者も会衆の傾聴によって育てら
れる，と言ってよい。説教後しばしの沈黙があって，「信仰宣言」が唱えられる。この意味については，
「聖書朗読で告げられ，説教によって解説された神のことばへの会衆の応答であり，偉大な諸神秘
が祝われる前にそれを思い起こし表明することにその主眼がある」と記されている（『総則』67項
参照）が，共同体の信仰宣言として全会衆（信徒）が唱えることになっている。これは，元来はミ
サのために作られたのではなく，洗礼式にその起源があるようであるが，ローマ・ミサ典礼の中に
は 1014年に正式に取り入れられて，その意義を発揮する部分となった。続く「共同祈願」には二
つの機能がある。①構造的には「ことばの典礼」を締めくくり，②神学的には「信徒の共通祭司職」
が実践される場となっている。この部分の信徒の役割に関しては，はっきりと「会衆は……洗礼に
よる自分の祭司職の務めを実行して，すべての人の救いのために神に祈りをささげる」（69項）と
述べられている。しかし，それは単独で行われるのではなく，位階的祭司職と共通祭司職が協力し
て世界の救いために捧げる祈りであることが「ルブリカ」によって表現されているので，その部分
を少し細かく見ておくこととする。
　「共同祈願」（正式には普遍的なあるいは信者の祈願）は，今回の典礼刷新で復興された重要な箇
所である。司式者の動作と役割について 1969年版の『ローマ・ミサ典礼書の総則』では，「祈りを
指導し，短いすすめによって信者を祈りへ招き，祈りを結ぶのは執行司祭の役割である」（47項）
と司式司祭の役割が述べられており，「司祭は座席もしくは朗読台からこれ（共同祈願）を指導する」
（99項）となっているが，2002年版の『新総則』には，司祭の所作について次のような詳細なルブ
リカが加筆されている。「司祭は席で立ち，手を合わせ，短い勧めのことばによって信者を共同祈
願へ招く……最後に司祭は手を広げ，祈りによって嘆願の祈りを結ぶ」（138項）。この司祭の所作
は何を意味しているのであろうか。典礼祭儀においては言葉だけでなく会衆や司祭の動き，姿勢や
動作もあるメッセージを発していることを想起しよう。共同祈願の場合で言うなら，司祭の招きの
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言葉によって信徒が祈願を唱え，司祭はこれが公の祈願であることを最後にその「手を広げる」と
いう姿勢（オランス）によって示していることになる。そして，祈願の第二項は「国政にたずさわ
る人々と全世界の救いのため」であって，それが，位階的祭司職と共通祭司職が一つになって―役
割は違えども―すべての人の救いのために祈りを捧げていることを見事に表現するルブリカとなっ
ている訳である31）。
　（3）感謝の典礼の始めは，供えものの準備がなされる「奉納の式」である。ここでの会衆の役
割は「奉納行列」に象徴されている。パンとぶどう酒が信者の代表者らによって祭壇まで運ばれ
るが，これは儀式的にはミサ中の二回目の行列であり，神学的に重要な「聖なる交換」（Sacrum 
Commercium）をシンボライズしている箇所となっている。つまり，信徒の代表が供えものを祭壇
へ運び，「持っていく」が，後に，祭壇からもたらされるキリストのパン，つまり神からの贈り物を「受
け取る」ことを示唆しているからである。正しく理解された奉納行列は，キリスト教神学全体にとっ
ても，豊かな意味を持った行為と言わなければならない32）。その間，「奉納の歌」が会衆によって
歌われる。歌われない場合，司式者と会衆の間で祈願と応唱が一つとなって供えものの上への祈り
が捧げられる。
　感謝の典礼の頂点は「奉献文」である。これは感謝の祭儀全体の頂点でもある。この部分も，人
間の本性が「受ける」だけでなく「捧げる」ように造られていることに対応している。司式者と会
衆が，対話形式の中で，一体となって父なる神に感謝の祈りを捧げる流れになっており，信徒が確
実に重要な位置を占めていることを確認しておこう。叙唱のはじめに司式者と会衆の対話がある。
この対話句はミサの中では三回目のものだが，他の箇所と異なるのは，「主は皆さんとともに」を
含め，ラテン語規範版では三回のやり取りがあることである。現在の邦語訳のものは二回にまとめ
られているが，規範版では三回の応答である。「①主は皆さんとともに―また司祭とともに，②心
をこめて―神を仰ぎ，③賛美と感謝をささげましょう―それはとうとい大切な務め」という司式者
と会衆の対話句がそれである。この最後の会衆の応答，「それはとうとい大切な務め」（dignum et 
iustum est）は文字通りには「それはふさわしく正しいこと」という会衆の同意の意味を持ってお
り，この会衆（共通祭司職）に支えられ，励まされて，司式者（位階的祭司職）は叙唱を歌い始め
る，という流れとなっている。ちなみに，この会衆の同意の歓呼について，東方教会に属するアレ
キサンドル・シュメーマンの印象的な解説がある。感謝の祭儀の中心部分に入る際に歓呼の形で唱
えられる（歌われる）「ふさわしく正しいこと」，この「正しい」（カロス）は「善い，ふさわしい，
目的にかなっている，美しい，素晴らしい」の意味も含んでいるが，この言葉の背景を彼はまず，
イエスの「山上の変容」の場面のペトロの言葉に見ている。「主よ，わたしたちがここにいるのは，
素晴らしいことです（カロス）」（マタイ 17，4他）。感謝の祭儀はいわば「山上のイエスの変容」
の場面の体験である，と言える。そこはイエス・キリストが，実は，どういう存在であるのか，を
垣間見る体験であり，また，信者たち自身がどのような恵みを与えられているのか，を体験する場
である，という意味においてである。新共同訳聖書にはこの箇所に「イエスの姿が変わる」という
サブタイトルが付けられているが，イエスの姿が変容したとは，別の言葉で言うなら，イエスを見
る弟子たちの「眼が変容させられた」ということではないか。シュメーマンはさらに「神は見て〈よ
し〉とされた」という創世記 1，10のメッセージもここに見ている33）。
　いずれにしても，感謝の祭儀の中心への導入部分で会衆（共通祭司職）も，司式者（位階的祭司職）
の呼びかけに応えるだけでなく，彼を励まし，支えるという重要な役目を果たしている，と言って
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よいであろう。そして，叙唱の終わりの司祭の呼びかけに応えて会衆は「サンクトゥス」（感謝の賛歌）
歌う。このサンクトゥスは叙唱を締めくくり奉献文本体への橋渡しの機能を担っている。その働き
をするのも全会衆である。奉献文の中ほどでは，聖体制定後，「信仰の神秘！」という司祭の歓呼
に応えて会衆は「主の死を思い，復活をたたえよう，主がこられるまで！」と歌う。この個所は規
範版では，「主よ，〈あなた〉の死を思い，〈あなた〉の復活を宣言します，〈あなた〉が来られると
きまで！」という二人称でキリストに親しく呼びかける歓呼となっている。これは，キリスト者の
この世に生きる姿勢を凝縮した言い方で表現するものと言うことができよう。イエスの歴史への到
来によって救いは「すでに」始まっているが「まだ」完成していない。このような現実世界の中で，
与えられた希望に支えられ，導かれながら，現実に背を向けるのではなく，現実に埋没してしまう
のでもない生き方をともに生きていこうとする姿勢の宣言だからである。この記念唱は内容的，構
造的に歌唱するのが望ましい部分である。世の不条理を前にしてもキリストによる希望を決して失
いはしない，という気概。その心根を喜びをもって会衆は力強く歌う。歌う行為によっても信者は
変えられていく。
　奉献文の最後には，司祭の栄唱の歓呼「キリストによって……」に対する会衆の応唱「アーメン！」
がある。会衆の同意を示す「アーメン」。この同意は，叙唱の初めに会衆が唱えた同意の句「それ
はふさわしく正しいこと」と対をなして奉献文全体を取り囲んでいる構造と見ることもできる。そ
して，司式者が共同体全体を代表して奉献文を朗誦しているときの会衆の「傾聴の沈黙」。これも，
会衆の行動的参加の重要な要素であることにも留意すべきであろう34）。
　「主の祈り」から始まる「交わりの儀」においても，私たちのもっとも深い次元での必要性に対
応する出来事が儀式化されていると見ることができる。それは「キリストの体」に共に与り分かち
合うことで信者同志の本当の交わりが実現する，という恵みの体験である。交わりの儀は「主の祈
り」の全員での唱和から始まる。刷新以前は，この祈りが奉献文を締めくくるものと理解されてい
たので司式者が一人で唱えていたが，刷新によって会衆の祈りとなり，ここでも司式者の招きに応
えて全員が唱える形式となっている。そして，主の祈りの最後の部分を敷衍して祈られる「副文」
に応えて会衆は「国と力と栄光は限りなくあなたのもの！」と唱える。この歓呼も，ミサの中でな
されてきたすべての応唱と同様に，会衆の行動的参加が実践される箇所となっている。「パン裂き」
の間に歌われる歌『アニュス・デイ』（平和の賛歌）も会衆の歌である。シリア出身の教皇セルギ
ウス（在位 687年～ 701年）がパン裂きの間に歌うものとして東方教会から取り入れて現在も使用
されているものであるが，司式者らがパンを分割している間に会衆はその行為を支える歌として全
員で歌われる。交わりの儀の頂点には「聖体拝領」（コムニオ）が来る。聖体を会衆に示しながら
なされる拝領への招きの中でなされる司式者の呼びかけ「神の子羊の食卓に招かれた人は幸い！」
は，ヨハネの黙示録 19，9に由来するものであるが，聖書の当該箇所は「子羊の婚宴に招かれてい
る者たちは，幸い」となっており，「婚宴」が終末論的な次元を強調する用語として登場している。
だから，私たちも今「この食卓」に招かれることによって，実は「天の祝宴」へと招かれているの
だ，という自覚が非常に大切なものとなってくる。ちなみに，司祭の呼びかけの言葉は，ラテン語
規範版では，「見よ！」（エッチェ）がニ回繰り返される文章になっている。“Ecce agnus Dei, ecce 
qui tollit peccata mundi”「見よ！　神の子羊！　見よ！　世の罪を取り除く御方！」というのが直
訳であるが，この繰り返しは力強く会衆の信仰に訴える働きを持っている，と言える（当公会議は「不
必要な反復」を避けることを刷新の原則の一つとしたが，「有益な反復」もあり得る）。拝領行列は
ミサ中に行われるものとしては三番目のものであるが，前の二回（入堂行列，奉納行列）とは異なり，
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ほぼ全員が参加する行列となっている。この行列は，上の終末論的意味を考えるなら「天のメシア
の祝宴」へと向かう私たちの地上の旅路，「神の民」の巡礼の歩みをシンボライズしているものと
見ることもできるであろう35）。期せずして，教会の「キリストの体」と「神の民」のイメージがこ
の会衆の聖体拝領の場面に融合された形で，表現されている，と捉えることもできる。そして，さ
らに重要なことは，次の「閉祭の部」で見るように，キリストとの一致，信者同志の一致は，祭儀
内にとどめておくことのできない満ち溢れとなって信者の日常生活，社会生活へと広がっていくこ
とである。これが拝領祈願の祈願文に反映していること，祭儀と生活のつながりが示されることも
大切かと思われる。「お知らせ」については，全員に関連あることが簡潔になされることが肝要であっ
て，ここにも信徒の大切な役割が存在する。
　（4）「閉祭の部」―感謝の祭儀の締めくくりである「司祭のあいさつと派遣の祝福」と「派遣，散会」
からなっている。この派遣には復活の主が弟子たちを派遣した姿がある。「父が私をお遣わしになっ
たように，私もあなたがたを世に遣わす」（ヨハネ 20，21）。ここにも，信徒が現実生活において
主体的になっていく次元をみることができるであろう。福音のメッセージを委託され，信頼されて，
送り出されることで成長していく信徒の姿である。貴重な体験と恵みを与えられた「イエスの変容」
の山から下山する弟子たちの姿を重ねることもできると思われる。物事を違った目で見る，信仰の
眼を持って現実世界を見るときに，どのように見えるか，そして，どのように生きてゆけるか，そ
れが派遣される私たちへのメッセージと課題である。
　2，以上，感謝の祭儀の式次第の流れとその意味，そして，その中で信徒が果たす役割，位置づ
けについて見てきた。儀式や祭儀は本来，私たちの人間性の回復と成長と深まりを促すものであっ
て，人間を縛るものではない。カトリックの典礼，とりわけ，感謝の祭儀は「イエス・キリストの
過越」を共に祝いながら，私たち自身と世界の過越を促し可能にする祭儀であり，その意味で，最
終的な救いを先取りする「地上における天国」として体験される36）。
　3，『感謝の祭儀』（エウカリスティア）は，「パン裂き」と呼ばれていた新約聖書時代から絶えず，
教会共同体の中心に存在してきた。迫害や困難の中にあるときにはなおさらその意義が発揮される。
ディオクレティアヌス帝の迫害下にあって，主の日のエウカリスティアの祭儀中に捕えられ尋問さ
れた際の，アビティナの殉教者の言葉がある。「私たちは主の晩餐なしには生きていくことができ
ない sine dominico non possumus」という言葉である37）。通常，主の晩餐と訳されるこの言葉は「主
のこと　dominico」という形容詞で，主の晩餐（聖体）の他，主の日，主の祈り，主の家を意味す
ることもできるが，これらを包含する「主の集い」を指すこともできる38）。
　実際に「集う」ことの意義について，二世紀初頭の司教殉教者，アンティオキアのイグナティオ
スの手紙から一文を記しておこう。彼は，ローマでの殉教へ向かう護送の途中で七通の手紙を書い
ている39）。六つの教会宛てとスミルナ教会の司教ポリカルポスに宛てた手紙がそれである。彼は，
それらの手紙の多くの箇所で，司教を中心にして「ひとつ」に集まり，エウカリスティアを祝うこと
の大切さを繰り返し強調しているが，ここでは，エフェソの教会への手紙から引用しておく。「こう
してあなた方は心をひとつにして，愛のシンフォニーをもって，イエス・キリストを歌っているので
す。そして，あなた方はみな，各自がコーラスに加わりなさい。それは心をひとつにして声をあわせ，
一致して神の調べをかなで，イエス・キリストによりひとつの声で父を歌うため（です）……」（『エフェ
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ソの教会への手紙』4，1―2）40）。愛のシンフォニー（合唱団）という用語が印象的で，現在で言うなら，
多様性の中の一致という出来事の表現と言ってよい41）。
　これらの証言は，現在の感謝の祭儀の実際の力（意味）とあるべき姿（形式）を端的に表現して
いると言えるのではないだろうか。
Ⅵ．典礼における共通祭司職（信徒）と役職的祭司職（司式者）と協働
　1，典礼における奉仕，それが位階的奉仕職のものであれ，共通祭司職のそれであれ，基本的には，
キリストの唯一の祭司職に参加する働きであって，これについては，すでに「感謝の祭儀」で見た
通りであるが，『エフェソ書』の言葉を使うなら，それはまず，「キリストのからだを造り上げる奉
仕」（4，11―13）であると言えるだろう。造り上げるといっても，私たちの典礼奉仕は人間的な工
夫で神の恵みを勝ち取るというものではなく，私たちの上に常に注がれている恵みを受け入れる「受
け皿」を準備すること，といってよい事態である。前教皇ベネディクト十六世は使徒的勧告『主の
ことば』の中で「私たちは祭儀を準備することはできるが，喜びを準備することはできません」と
述べている（123項）42）。喜びは聖霊からくる賜物だからである。しかし，この順序を逆にして「喜
びを準備することはできないが，祭儀を準備することはできる」と捉えることもできよう。われわ
れにできることは「受け取る」ことである。まさに，われわれの「究極的な行為 doingは，受け取
ること receivingである」という指摘は正しい43）。
　2，そして，その奉仕は「それぞれの賜物を生かして仕え合いなさい。……それは神が栄光をお
受けになるため」（Ⅰペトロ 4，10―11）の行為であって，ここにも典礼祭儀の存在意義が簡潔に記
されています。『典礼憲章』10条の表現を借りるなら，典礼祭儀は「人間の聖化と神に栄光を帰す
こと」にある，ということである。
　3，さらに，その奉仕は「人々が天の父をあがめるようになるため」（マタイ 5，16参照）の日常
生活の中での奉仕へと広がっていく。東方教会で信徒の日常生活のことは「典礼の〈後の〉典礼」
と表現される。これは，ローマ書の 12章の「あなた方の体を生きた聖なる供えものとしてささげ
なさい。これこそあなた方のなすべき礼拝です」（12，1）の内容と同様である。「祭儀は，最後の
晩さんの記念などのような，より祭儀的な活動だけでなく，主に仕えるために日々の生活を主にさ
さげるという，普通には〈祭儀〉と言われない活動をも含んでいる」という理解である44）。同じ言
葉「典礼」（レイトゥルギア）が狭義の意味で「典礼祭儀」であり，広義の意味では信者の「日常生活」
全体を指す言葉として使用されており，これは，私たちにも再考を促すものとなっている。司式者
はじめ奉仕者らと信徒とが一緒になって営まれる狭義の意味における典礼祭儀で，何が体験され，
どのように目（心の眼）が開かれるのかについて書かれた F．デゥルウェルの文章を引用しておき
たい。「キリスト者たちだけによって祝われるエウカリスティアは，彼らを自分自身のうちに閉じ
込めることはできない。洗礼と同じように，エウカリスティアは人々を他から区別されたグループ
に入れるが，同時に，彼らを非キリスト者たちに結びつけるのである。他から切り離されてしまう
かに見える洗礼によって，信者たちは洗礼を受けていない人々の兄弟になる。エウカリスティアに
よって，彼らはこのパンにあずかっていない人々との交わりに入る。彼らは，前にはそうでなかっ
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た者になる。つまり，すべての人の隣人になるのである45）。
　4，実際の「感謝の祭儀」内において，位階的祭司職と共通祭司職とが協働してキリストの唯一
の祭司職を担っているように，現実の社会生活においても両者が協働することが必要なのではない
だろうか。真のキリスト教であることの意味は，ある儀式を滞りなく執行することにあるのではな
く，神の愛によって生活が変容させられることにある，ということ46）。また，感謝の祭儀の枠内で
言うなら，エウカリスティアの究極の目的はその祭儀を正しく行うことではなく，キリスト者の生
活が正しく行われることに向けられている，ということ47）に留意しなければならない。
　神の愛によって変容させられたキリスト者の現実の生活，キリスト者として正しく生きていく，
ということは実際にどういうことなのだろうか。それは，感謝の祭儀の「二つの食卓」（「神のこと
ばの食卓」と「キリストのパンの食卓」）で養われ，心の眼が開かれる信者がすべて，その祭儀を
超え出て，現実世界の中で救いを求めるすべての人々とキリストをともに囲む「第三の食卓」へ呼
ばれている，ということではないであろうか。具体的に何をどう実践するかについては，位階的祭
司職にある者と共通祭司職を担う人々との，聖霊に導かれた相互の助け合いと学び合いの中で，そ
の方向性が見つけられるのだと思われる。両祭司職（聖職者の独身生活と信徒の結婚，家庭生活）
はそれぞれに「過越しの愛」が生きられている，という点では同一であって，それぞれの独自性を
分かち合いながら，相互に学び合う姿勢が必要になってくるのだと思われる48）。『教会憲章』は「信
徒と牧者との間の親しい交わりから，教会のために多くの善が期待される」と述べ，「こうして全
教会は，そのすべての成員によって強められ，世のいのちのために自分の使命をより効果的に果た
すことができるようになる」と続けている（37項 )。まさに，このようなあり方が「キリストの唯
一の祭司職」に与る全信者が「世の光」，「地の塩」とされることの意味なのではないだろうか。そ
れは狭義の典礼（典礼祭儀）からはじまり広義の典礼（日常生活）へと向かっていき，また，戻っ
てくる運動であるということもできる。
注
＊ 本小論は，2016年 8月 26日（東京），10月 9日（長崎），NCK（日本カテキスタ会）主催の講演会において「典
礼における信徒の位置」の題のもとになされた講演を論文化したものである。
1） 第二バチカン公会議以前の歴史については，フーベルト・イェディン『キリスト教会公会議史』（出崎澄男・梅
津尚志訳），エンデルレ書店，1967年参照。第二バチカン公会議を含む公会議史に関しては次の二書参照。N. P. 
タナ 『ー教会会議の歴史―ニカイア会議から第 2バチカン公会議まで』（野谷啓二訳），教文館，2003年。N. P. タナー
『新カトリック教会小史』（野谷啓二訳），教文館，2013年。第二バチカン公会議については，G. アルベリーゴ『第
二ヴァチカン公会議―その今日的意味』（小高毅監訳，大盛志帆・桑田拓治訳），教文館，2007年。第二バチカ
ン公会議を特集した『神学ダイジェスト』101号（2006年）も参照。
2） 小論「『あがないの秘跡』（Redemptionis Sacramentum）の受け取り方」『南山短期大学紀要』35号（2007年），
36―37頁に要約を記載している。従来は「異端新説が唱えられなければ，公会議は開かれなかった」というボッ
トの簡潔な表現が第二バチカン公会議の特徴の一つを示している。B. ボット「第二バチカン公会議と新しい典礼」
（木村太郎訳）L. エルダース・H. ファン・ストラーレン監修『信仰と神学』公会議解説叢書追補，中央出版社，
1974年，405頁。
3） H. R. ウェーバー『聖書研究―ダイナミックな挑戦』（山下慶親訳），日本基督教団出版局，1997年，330―333頁。
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教会論に関する文献については，小論「典礼集会について」『南山短期大学紀要』31号（2004年），245―263頁，
注 13，17参照。その他，聖書，使徒教父における教会概念については，K. L. Schmidt, ekklesia, in; ThDNT III, 
Michican, 1965, pp. 501―536. カトリック教会論に関して，イブ・コンガール『教会―一つであり，聖なる，カトリッ
ク的で，使徒的な教会』（堤安紀訳），サンパウロ，1997年参照。
4） A. Dulles, A Half Century of Ecclesiology, in; TS 50 (1989), 419―430＝エイヴリ・ダレス「教会論の半世紀」（今田
昌樹訳）『神学ダイジェスト』76号（1994年）6―28頁。
5） 第二回臨時シノドス（1985年）最終報告（Ecclesia sub Verbo Dei mysteria Chiristi celebrans pro salute mundi, 
Relatio Finalis, II, C, 1）。
6） 「定義できない，すなわち概念では説明できないということが疑いもなく象徴の本質の一つであって，それゆえ
われわれは形式的定義にとらわれないようにしたい」という『聖書象徴事典』の前提は正しい（マフレート・ル
ルカー著，池田紘一訳，人文書院 1988年，XXXI）。積極的なシンボル理解については，林道義「シンボルを〈解
釈する〉とはどういうことか」『ユング研究』6号，日本ユング研究会 1993年，7―27頁参照。「シンボルを理解
するということは，一回ごとに全く新しい世界に分け入るようなもの」という林氏の指摘（26頁）は，典礼祭
儀においてこそ強調されるべき点である。同様の指摘はヒルマンにもある「字義主義は，意味の多重の曖昧さを
一つの規定へ狭めることによって神秘を妨げる」（J. ヒルマン『魂の心理学』入江良平訳，青土社，1997年，288
頁）。N. Michell, Sign, Symbol, in; The Westminster Dictionary of Liturgy and Worship, ed. by P. Bradshaw, London, 
2002, 438―440. “A symbol is thus neither ‘thing’ nor ‘object’ but new and unanticipated outcome” (440)。「シンボル」
の意味が規定されると，明確にはなるが，豊かさが失われ狭くなり時に排他的になって，会衆の「柔軟な」行
動的参加が困難になると思われる。シンボルにすでに決まった静的な意味があるわけではなく，全体の文脈と他
の部分への関連の中で理解すべきことについて，次の指摘を参照。“Best Commentary on Scripture is Scripture 
itself, in other words, how parts of the Bible related to each other. The same can be argued for the liturgy”（John F. 
Baldovin, Reforming the Liturgy. A Response to the Critics, Minnesota, 2008, p. 129）。キリスト教学，典礼の分野
における文献には，L. Bouyer, Rite and Man. Natural Sacredness and Christian Liturgy (tran. by M. J. Costelloe), 
Indiana, 1963. David N. Power, Unsearchable Riches: The Symbolic Nature of Liturgy, New York, 1984. Louis-Marie 
Chauvet (tran by P. Madigan. M. Beaumont), Symbol and Sacrament. A Sacramental Reinterpretation of Christian 
Existence, Minnesota, 1995. このシャベーの大著（仏原本は 1987年出版）は，第二バチカン公会議の秘跡理解が，
神と人間の関連の理解が直線的図式（linear diagram）から三角形の図式（triangular diagram）へ移行した，と述
べているが（p. 415），この様な理解は日本では八木誠一がすでに『聖書のキリストと実存』新教出版社，1967年
初版，197―231頁，同『仏教とキリスト教の接点』法蔵館，1975年，19―23頁，同『〈はたらく神〉の神学』岩波
書店，2012年，48―56頁で，聖書解釈の分野においてではあるが，明瞭に述べていることである。事柄自体（Sache）
と文献（Literatur）と解釈者（Interpret）の三項（S―L―I）の関連の事態を解説しながらなされるこのようなアプ
ローチは，諸宗教間の対話のために計り知れない重要性を持っていると思われる。その他，B. Cooke/G. Macy, 
Christian Symbol and Ritual. An Introduction, Oxford, 2005. 参照。
7） パウロ・フィステル『第二バチカン公会議・教会に関する教義憲章解説』中央出版社，1970年，22頁。小論「典
礼集会について」上掲書，252―255頁中，247―249頁に要約が記載されている。
8） メダルド・ケール『今に生きる教会―カトリックの教会論』（中野正勝訳），サンパウロ，2013年，145頁）。
9） 高木義行「共通祭司職と位階的祭司職―永遠の大祭司として世を聖化されたキリストに信徒と司祭はどのように
倣うべきか」『司祭―現代の司祭像を求めて』福岡聖スルピス大神学院編，1973年，12―23頁，17頁。教皇ヨハネ・
パウロ二世使徒的勧告『現代の司祭養成』（東京カトリック神学院訳），1995年，40―43頁。
10） J. A. Jungmann, Wortgottesdienst im Lichte von Theologie und Geschichte (4. Aufl.), Regensburg, 1965. s. 38.
11） 松永晋一『からだの救い―第一コリント書を中心にして』，新教出版社，2001年，144頁。「〈からだ〉を」もっ
てなされる典礼の集い」については，「典礼集会について」前掲書，252―256頁，および該当の注を参照。
12） 同，148頁。
13） Graham Ward, Belonging to the Church, in; From the Upper Room to Cyberspace (ed. by T. Berger), Minnesota, 
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2012, pp. 1―16. p. 15. Walter Kasper, Church as communion, in; Communio 13 (1986), pp. 100―117, p. 109.
14） Walter Kasper, Church as communion, in; Communio 13 (1986), pp. 100―117, p. 109.
15） Edward J. Kilmartin, Christian Liturgy: Theology and Practice. I. Systematic Theology of Liturgy, Kansac City, 1988, 
p. 345.
16） J. S. アリエタ『教会の神秘―第二バチカン公会議の〈教会憲章〉をめぐって』，中央出版社，1971年，205頁。R. 
シュナッケンブルグ『新約聖書の教会』（石沢幸子訳），南窓社，1972年，240―257頁中 241頁。
17） Ministeria quaedam, in; Enchiridion documentorum instaurationis liturgicae, Marietti, 1976, pp. 888―892.
18） 改正の内容的な素描は，白浜満「信徒の典礼奉仕者の養成のために」『大神学院紀要』，第 14・15合併号，福岡サン・
スルピス大神学院，2000・2002年，181―201頁中 194―199頁参照。
19） カトリック中央協議会，小田武彦・門脇輝夫訳，1991年。
20） 信徒概念の形成と実体化およびその問題性については，Paul Kaleland, Introduction.  The idea of the laity, in: The 
Liberation of the Laity: In Search of an Accuntable Church (Continuum, 2003, pp. 7―13)＝「〈信徒〉の概念」（宮井
加寿美訳）『神学ダイジェスト』117号，2014年，5―13頁。全体像については次を参照。Jean-Pierre Torrell, A 
Priestly People. Baptismal Priesthood and Priestly Ministry (tran by P. Heinegg), New York/New Jersey, 2013.
21） 教会内の奉仕職に関して信徒の立場からの提言が，桑野萌「神の民の共通祭司職―信徒の奉仕職実現のための課
題―」『日本カトリック神学会誌』第 25号（2014年），89―109頁に記載されている。典礼の奉仕職に関しては，
J. de. Castro Engler, The priesthood of the baptized realized in the sacred liturgy, in: The Liturgy of Vatican II. vol. I 
(ed. by W. Barauna), Chicago, 1966, pp. 195―220. DN. Power, Liturgical Ministry: The Christian People’s Poiesis of 
Time and Place, in; Worship 52 (1978), pp. 211―222. 簡潔な要約は，J. F. Henderson, Lay Ministries, Litugical, in: 
NWDLW（注 6）pp. 670―673を参照。なお，信徒使徒職に関して，第二ヴァチカン公会議の受容他，米国におけ
る「信徒の解放」また，現在の信徒理解の状況と課題を巡る簡潔な報告等については以下を参照。三好千春「日
本司教団は〈信徒使徒職〉をいかに語ったか―日本における第二ヴァチカン公会議受容の一側面」『日本カトリッ
ク神学院紀要』創刊号，2010年，221―243頁。有村浩一「信徒参加の進む米国教会と，レイクランドが表現する〈信
徒の解放〉」『日本カトリック神学院紀要』第 4号（2013年），99―124頁。同氏「公会議以降のカトリック教会に
おける信徒理解」『福音と世界』2017年 1月号，12―17頁。
22） Instructio. De quibusdam quaestionibus circa fidelium laocorum cooperation, sacerdotum ministerium spectante., 
in: AAS 89 (1997), pp. 852―877. 全体的な素描は，白浜満，前掲書，204―210頁。
23） Johannes Neberl, Die Participatio plena et actuosa im Lichte der sacra potestas.  Klaerungsversuche zur 
Sinnerhellung chirstlichier Liturgie in; FKT 32 (2016), s. 1―22.
24） Yves Congar, Lay People in the Church. A Study for a Thology of Laity, Maryland, 1965, p. 219.
25） Eric Peterson, The Angels and the Liturgy. The Status and Significance of the Holy Angels in Worship, London, 
1964, p. 50.
26） V. メッソーリ『信仰について―ラッツィンガー枢機卿との対話』（吉向キエ訳），ドン・ボスコ社，2005年（2刷），
70頁。
27） Emil J. Lengeling, Liturgie―Dialog zwischen Gott und Mensch (Her. von. Klemens Richier), Freiburg/Basel/Wien, 
1981.
28） 小論「典礼と宣教―〈行動的参加〉（Participatio actuosa）の観点から―」『日本カトリック神学院紀要』第 6号（2015
年），45―62頁中 59頁（注 24）参照。
29） “Die Initiative liegt immer bei Gott”, Emil J. Lengeling op. cit. s. 28.
30） Theodor Schnitzler, Was die Messe bedeutet. Hilfen zur Mitfeier, Freiburg/Basel/Wien, 1976, s. 30.
31） 小論，上掲論文，49―50頁参照。
32） J. ジェリノー『わたしたちのミサ』（ペトロ・ペレッティ監修・島野たか子訳），新世社，1997年（2版），190―
191頁。北アフリカとローマの教会において奉納行列と拝領行列がシンボライズする「驚くべき交換」について
はアウグスティヌスの証言がある。（A. G. Martimort, The Church at Prayer II. Eucharist, Minnesota, 1986, p. 78）。
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なお，拝領行列に焦点を当てたものとして，B. T. Morrill, Holy Communion as Public Act: Ethics and Liturgical 
Participation, in: SL 41 (2011), pp. 31―46参照。また，「聖なる交換」のローマ典礼における概念史等については
次を参照。Martin Herz, Sacrum Commercium. Eine Begriffsgeschichitliche Studie zur Theologie der Roemischen 
Liturgiesprache, Muenchen, 1958.
33） アレキサンドル・シュメーマン『ユーカリスト―神の国のサクラメント』（松島雄一訳），新教出版社，2008年，
225―241頁参照。
34） Benedict M. Heron, Silence during the celebration of mass and other rites, in; Not. 8 (1972). pp. 180―181. Joseph 
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